
桜
蔭
俳
話
会 

六
月
句
会
（
第
三
八
四
回
）
選
句
結
果 

令
和
二
年
六
月
二
十
五
日
（
メ
ー
ル
に
よ
る
句
会
） 

五
句
選
句
（
そ
の
う
ち
、
特
選
一
句
） 

  

２
点
①
コ
ロ
ナ
禍
の
梅
雨
に
こ
も
り
て
昼
の
酒 

い
つ
子 

 
 

 

 
 

蛍
火
や
寄
り
添
う
ベ
ン
チ
影
二
つ 

 
 

眞
壽 

 
 

つ
ゆ
入
り
や
雨
に
咲
く
花
い
と
眩
し 

 

和
幸 

２
点 

居
眠
れ
る
羅
漢
に
苔
や
梅
雨
晴
間 

 
 

友
子 

１
点 

梅
雨
の
街
コ
ロ
ナ
し
ぶ
と
く
生
き
て
を
り 

明
美 

３
点
①
梅
雨
入
り
や
ま
だ
滲
み
足
ら
ぬ
土
の
色 

潤
子 

 
 

万
緑
や
吾
子
と
コ
ロ
ッ
ケ
パ
ン
食
す 

 
直
子 

３
点 

ペ
ダ
ル
踏
む
琵
琶
湖
一
周
山
法
師 

 
 

守 

４
点
②
テ
キ
ー
ラ
の
グ
ラ
ス
乾
し
け
り
誘
蛾
灯 

秀
夫 

１
点 

舗
装
路
を
蛇
悠
々
と
く
ね
り
ゆ
く 

 
 

ヤ
エ
子 

 
 

４
点 

名
を
呼
べ
ば
薄
目
を
あ
け
て
梅
雨
の
犬 

才
美 

３
点 

梅
雨
曇
心
に
巣
食
う
黒
き
も
の 

 
 
 

ヤ
エ
子 

 
 

 
 

２
点
①
億
年
の
地
層
の
上
の
蛍
火
よ 

 
 
 
 

才
美 

 

梅
雨
晴
間
窓
の
か
た
ち
に
シ
ー
リ
ン
グ 

明
美 

１
点 

コ
ロ
ナ
禍
の
カ
ラ
フ
ル
マ
ス
ク
梅
雨
の
人 

 い
つ
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

薫
風
と
ふ
し
を
り
文
庫
に
は
さ
み
け
り 

秀
夫 

２
点 

サ
ラ
ダ
好
き
サ
ク
サ
ク
刻
む
梅
雨
の
朝 

和
幸 

 

睡
蓮
の
精
が
私
に
風
が
来
て 

 
 
 

 

直
子 

２
点
①
梅
雨
晴
れ
間
珈
琲
の
香
と
再
会
と 

 
 

潤
子 

 

六
月
に
白
き
花
咲
く
名
を
問
へ
り 

 
 

眞
壽 

１
点
①
紫
陽
花
の
青
は
蘇
生
の
彩
な
ら
む 

 
 

守 

 

山
道
の
叫
び
や
蛇
と
見
間
違
ふ 

 
 
 

友
子 

３
点
①
全
身
を
空
つ
ぽ
に
し
て
夕
焼
中 

 
 
 

才
美 

 

悪
意
な
き
蜈
蚣
に
し
か
と
悪
意
持
ち 

 

潤
子 

 

白
髪
染
め
止
め
る
と
決
心
五
月
晴 

 
 

ヤ
エ
子 

 
 

１
点 

支
持
率
の
真
つ
逆
さ
ま
に
梅
雨
に
入
る 

明
美 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

夕
立
や
滴
り
走
る
窓
の
桟 

 
 

 
 

 

眞
壽 

１
点 

腹
ば
ひ
て
墨
吐
く
龍
や
梅
雨
の
雲 

 
 

い
つ
子 

２
点 

母
の
日
の
母
へ
土
鈴
を
鳴
ら
し
け
り 

 

直
子 

 

エ
ナ
メ
ル
の
椅
子
よ
り
立
ち
上
が
り
薄
暑 

秀
夫 

 

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
に
暮
ら
す
老
後
や
冷
奴 

友
子 

１
点 

果
実
三
種
香
り
漂
う
梅
雨
の
部
屋 

 
 

和
幸 

 

大
釜
に
躍
り
し
蝦
蛄
鎧
か
な 

 
 
 

 

守 

 

は
ら
か
ら
の
声
恋
ふ
花
柚
咲
き
て
よ
り 

才
美 

 
 
 

 

黒
南
風
や
転
落
防
止
ネ
ッ
ト
揺
れ 

 
 

明
美 

 
 
 

新
茶
あ
り
九
谷
の
急
須
拭
い
を
り 

 
 

直
子 

      

梅
雨
の
中
子
猫
眠
る
よ
ス
ヤ
ス
ヤ
と 

 

和
幸 

 

蛍
狩
ふ
は
り
手
に
の
る
エ
メ
ラ
ル
ド 

 

潤
子 

１
点 

半
夏
生
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
で
日
が
暮
れ
る 

眞
壽 

 

丸
き
四
葩
へ
顔
埋
め
た
き
蟄
居
明
け 

 

友
子 

５
点
①
来
し
方
は
一
つ
の
歴
史
な
め
く
じ
り 

 

秀
夫 

 

草
陰
に
蚯
蚓
消
え
る
を
そ
つ
と
待
つ 

 

ヤ
エ
子 

 
 
 

 

２
点 

さ
み
だ
る
る
雲
の
重
さ
や
鳥
ひ
と
つ 

 

い
つ
子 

 

い
く
か
ふ
は
生
命
の
こ
だ
ま
閑
古
鳥 

 

守 

３
点 

タ
ク
シ
ー
の
空
車
の
列
や
梅
雨
に
入
る 

明
美 

 

小
流
の
風
に
透
き
を
り
糸
蜻
蛉 

 
 
 

潤
子 

２
点
①
梅
雨
曇
喫
茶
の
テ
ー
ブ
ル
に
指
環 

 
 

秀
夫 

１
点
①
斃
れ
し
は
路
の
半
ば
や
蟻
急
ぐ 

 
 
 

守 

 
蟇
出
で
て
月
下
に
目
指
す
水
鏡 
 
 
 

才
美 

 

訪
ふ
や
十
薬
煎
じ
た
る
匂
ひ 
 
 
 
 

直
子 

 

初
恋
の
名
簿
捜
す
や
梅
雨
あ
が
る 

 
 

眞
壽 

１
点 

友
危
篤
奇
跡
を
祈
る
梅
雨
寒
し 

 
 
 

和
幸 

 

五
月
雨
や
手
縫
ひ
の
マ
ス
ク
の
布
選
ぶ 

友
子 

１
点 

天
も
地
も
綿
菓
子
模
様
さ
つ
き
雨 

 
 

い
つ
子 

 

風
五
月
木
々
の
さ
さ
や
き
終
い
風
呂 

 

ヤ
エ
子 

     [

事
務
局
か
ら] 

○
第
一
三
八
回
通
信
句
会
作
品
募
集 

 

夏
の
季
語
を
用
い
た
三
句
。
締
切
り
は
、
八
月
三
日
（
月
）
。 

 

同
封
の
葉
書
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 ○
七
月
句
会 

 

七
月
二
十
五
日
（
土
）、
午
後
一
時
か
ら
、
旭
区
民
文
化
セ
ン
タ

ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
）
で
行
い
ま
す
。
通
常
の
句
会
に
戻
り
ま
す
。 

 

兼
題
は
、「
青
い
き
れ
」
で
す 

 

句
会
に
参
加
出
来
ず
、
不
在
投
句
を
さ
れ
る
方
は
、
句
会
前
日

ま
で
に
五
句
を
、
事
務
局
宛
（
岩
野
ヤ
エ
子
、
横
浜
市
旭
区
今

川
町
十
五
の
十
）
お
送
り
下
さ
い
。
五
枚
の
短
冊
と
出
句
控
え

を
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、
不
在
投
句
の
方
は
、
選
句
は

出
来
ま
せ
ん
） 


